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形
而
上
皐
の
根
本
問
題
ご
し
て
物
質
を
以
っ
て
世
界
の
本
慢
と
な
す
か
、
或
以
は
精
神
を
以
っ
て
世
界
の
本
穂
と
な

す
か
。
換
言
す
れ
ば
物
質
が
本
原
的
貿
在
に
し
て
精
神
は
夫
れ
か
ら
波
生
せ
る
陰
影
に
過
ぎ
ぬ
も
の
と
な
す
か
、
或
は

そ
の
逆
Z
観
る
か
の
唯
物
論
、
唯
心
論
の
問
題
で
あ
る
。

ア
才
イ
エ

Y
バ
ヅ
山
（
匂

2
2
g
n
r
一八
O
四
｜
｜
一
八
七
二
）
の
唯
物
論
に
依
れ
ば
人
聞
と
自
然
と
の
外
に
は
何
物
も
無
〈

人
間
よ
hv
も
円
然
よ
り
も
、
よ
り
高
級
な
る
寅
在
Z
稀
す
る
も
の
は
貫
は
人
間
の
宗
敬
的
想
像
が
生
ん
だ
も
の
で
畢
克

す
る
慮
我
々
桐
性
の
想
像
的
反
映
に
過
ぎ
な
い
。
随
つ

1
思
惟
三
質
在
と
の
真
正
の
関
係
は
賀
在
は
主
躍
で
あ
・
9
思
惟

は
属
惜
で
あ
ろ
と
云
ふ
の
で
あ
る
。

7

Y
ク
ス
（
国
・
肉
・
冨
釦
日
一
八
一
入
i
l
一
八
八
三
）
の
唯
物
約
排
謹
怯
亦
然
b
で
あ
る
。

即
ち
彼
れ
に
依
れ
ば
観
念
世
外
な
る
も
の
は
畢
寛
す
る
慮
人
類
の
頭
脳
の
中
に
移
置
さ
れ
移
帯
さ
れ
た
物
質
世
界
に
外

な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
故
に
物
質
は
精
神
に
先
在
す
る

Z
言
ふ
結
論
を
生
む
の
で
あ
る
。
此
の
世
界
観
は
物
質
を
以
つ

て
世
界
の
鉾
続
的
法
運
動
の
主
瞳
た
ら
し
め
弦
に
唯
物
史
観
た
る
認
誠
の
方
法
が
成
立
す
る
の
で
あ
る
。

へ
ー
グ
Y

（0
・者・司－
z
o
m巴
・
コ
さ
｜
］
∞
∞
ご
の
唯
心
的
排
謹
法
に
依
れ
ば
、
世
界
は
自
然
及
人
事
を
通
じ
て
絶
勤
者

’
と
し
て
の
イ
デ

1
（
E
g理
念
）
若
し
く
は
、
ロ
ゴ
ス

（
r
o
m
O回
開
）
の
礎
展
の
現
れ
と
翻
る
故
に
思
惟
行
科
は
現
賓
世

成
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界
の
創
造
主
で
あ
っ
て
現
貨
は
た
戸
思
惟
い
日
程
の
外
部
現
象
た
る
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。

？

Y
ク
ス
は
此
の
唯
心

的
解
誼
法
に
劃
し
て
並
立
ち
し
て
頭
で
立
っ
て
居
る
正
稀
し
「
我
々
は
神
秘
の
外
殻
の
内
に
合
理
的
な
核
心
を
見
出
す

錦
め
に
乙
の
逆
立
も
し
た
弊
詮
法
令
｝
一
史
ら
に
願
倒
せ
し
め
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
」
と
℃
之
れ
に
到
し
て
倒
逆
法
を
以
っ
て

酬
い
た
の
が
彼
れ
の
所
謂
唯
物
的
枇
川
護
法
に
し
て
彼
れ
は
乙
れ
を
以
っ
て
従
来
頭
で
立
う
て
居
た
も
の
が
足
で
立
つ
に

至
っ
た
と
提
言
し
た
の
で
あ
る
。

？

Y
ク
ス
主
義
者
の
理
想
境
と
す
る
と
こ
ろ
は
、
此
の
原
理
に
基
い
て
物
質
の
均
等

に
依
つ
℃
公
平
な
る
弁
配
を
有
し
、
夫
れ
が
延
い
て
精
紳
的
頭
脳
的
に
も
嘗
に
平
均
を
持
つ
枇
曾
を
寅
現
せ
ん
と
す
る

様
で
あ
る
。

天
台
家
の
法
界
観
は
中
道
貰
相
の
却
を
以
っ
て
世
界
の
本
原
的
貰
在
と
な
し
此
の
賞
在
よ
h
縁
に
随
っ
て
生
起
せ
る

現
象
世
界
を
大
別
し
て
依
正
二
報
と
な
す
の
で
あ
る
。
随
っ
て
正
報
を
主
瞳
ご
せ
ば
依
報
は
属
酷
で
あ
る
が
故
に
正
報

を
十
界
に
亦

τば
依
報
又
自
づ
と
十
界
を
成
ず
る
の
で
あ
る
。
十
界
と
は
大
別
す
れ
ば
迷
悟
の
こ
を
出
で
な
い
。
然
ら

ば
迷
悟
を
生
む
べ
き
中
道
貰
相
4
等
の
一
理
は
迷
悟
の
予
后
を
包
含
せ
る
賞
在
な
b
や
と
云
ふ
に
弦
に
は
迷
悟
未
分
の

真
如
と
な
し
、
逮
悟
は
随
縁
生
起
の
結
果
と
す
る
の
で
あ
る
。
宛
然
た
る
法
性
真
如
（
中
道
貨
相
の
理
）
は
無
始
無
終

本
有
の
貨
在
で
あ
る
。
此
の
賞
在
ょ
・
9
頴
現
流
動
す
る
者
に
自
然
有
h
、
人
類
あ
り
人
類
に
は
迷
者
あ
h
、
悟
者
ゐ
b

と
す
れ
ば
迷
悟
を
生
む
真
如
は
逝
観
的
に
推
即
し
て
在
瀬
真
如
ご
云
ふ
の
で
あ
る
o
却
も
中
道
貧
相
の
理
は
非
迷
非
悟



の
遺
に
約
し
て
迷
悟
未
見
？
と
云
ひ
‘
悟
と
迷
を
生
む
の
迭
に
約
し
て
在
純
真
如
と
云
ム
の
で
あ
る
a

然
ら
ば
中
道
貴
相

の
一
理
は
賃
在
と
し
て
の
夫
れ
白
身
は
不
遊
具
如
な
る
が
、
起
減
の
現
象
に
於
て
は
随
縁
真
如
で
あ
る
。
こ
、
に
於
て
京

朴
的
に
は
中
道
と
稽
す
る
も
額
徳
門
に
約
し
て
は
法
身
と
稗
す
る
の
で
あ
る
。
か
〈
て
天
台
は
営
然
唯
心
論
な
る
を
以

っ
て
、
機
械
的
必
然
因
果
性
の
上
に
立
て
ら
れ
た
る
唯
物
的
、
非
償
値
的
、
非
生
命
的
、
自
然
的
．
流
動
連
鎖
を
目
的
制
慨
に

移
し
て
、
中
道
貸
相
の
聞
は
絶
封
債
値
的
生
命
に
し
て
常
に
現
貨
を
創
造
し
進
化
せ
し
め
っ
、
あ
h
て
其
方
法
は
正
し

〈
因
果
的
法
則
を
辿
る
も
の
ご
説
明
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
筈
で
あ
る
に
も
拘
ら
ず
、
彼
等
は
宛
も
之
を
以
っ
て
倫
問
撃
や
物

規
事
の
法
則
の
如
く
夫
れ
自
身
に
は
生
命
活
動
無
き
単
な
る
列
ご
し
て
故
ふ
が
故
に
抽
象
概
念
に
過
ぎ
ね
の
で
あ
る
。

営
家
に
於
て
は
本
原
的
資
在
は
法
界
川
一
過
の
唯
心
的
一
大
関
仰
に
し
て
是
れ
を
本
悌
Z
云
ふ
の
で
あ
る
o

此
の
本
怖
を
吾
人
は
抽
象
し
て
臨
用
の
二
つ
に
分
け
て
考
ふ
る
事
が
出
来
る
。
慢
と
は
法
身
で
あ
り
用
と
は
報
臆
ニ

身
を
指
す
の
で
あ
る
。
更
に
間
本
用
越
は
法
華
寄
長
品
の
六
或
示
現
の
説
相
に
依
れ
ば
或
設
己
身
己
示
或
説
他
身
他
一
不

と
栴
す
る
を
以
っ
て
堂
掛
り
世
φ
番ん
γ
臆
辿
の
備
の
み
が
本
備
と
云
へ
ょ
う
か
、
六
道
の
衆
生
乃
．
全
は
草
木
と
雄
も
皆

是
れ
本
怖
の
顧
現
で
あ
・
0
、
本
備
樫
内
中
の
現
象
で
あ
る
。
設
に
於
て
吾
人
が
法
身
を
抽
象
し
て
考
ふ
れ
ば
明
ら
か
に

不
麓
真
如
な
る
を
以
っ
て
此
の
本
畳
は
無
作
本
畳
の
如
来
で
あ
ム
リ
、
可
能
性
と
し
て
の
み
此
の
中
に
三
身
を
考
ふ
る
事

を
得
る
の
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
我
家
の
本
備
は
抽
象
概
念
で
は
あ
b
得
な
い
、
事
資
具
象
的
な
本
備
は
常
に
報
臆
の
二

成
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身
乃
至
十
界
の
身
を
現
じ
て
止
ま
ぬ
の
で
あ
る
。
是
れ
を
時
間
的
に
法
身
の
睡
在
っ
て
后
仁
庭
用
垂
辿
す
る
正
考
ふ
る

の
は
天
台
家
で
あ
っ
て
、
我
家
に
於
て
は
説
明
の
・
次
第
上
前
后
的
に
韓
用
本
法
と
云
ひ
、
又
は
法
報
麿
と
云
ム
も
貨
に

は
更
に
究
第
前
后
無

3
、
館
用
同
時
存
在
で
あ
り
、
同
時
頴
畿
で
あ
る
、
是
れ
を
三
身
の
本
有
無
始
無
終
止
稽
し
弦
に

於
て
法
界
一
犬
同
備
の
人
格
的
穂
語
は
成
立
す
る
の
で
あ
る
。
然
る
仁
本
売
果
海
巾
に
在
り
て
買
に
は
迷
仁
非
ず
し
て

迷
ひ
、
生
死
に
非
ず
し
℃
生
死
す
る
は
何
ぞ
。
吾
人
に
云
は
し
む
れ
ば
是
れ
あ
る
が
故
に
本
怖
の
妙
用
は
不
可
思
議
で

あ
る
。
何
Z
な
れ
ば
本
悌
テ
一
直
視
す
る
の
世
界
は
不
特
捜
真
如
の
世
界
に
し
て
草
本
管
で
あ
b
、
論
却
的
、
先
験
的
、
普

逼
的
、
絶
針
債
値
的
資
在
者
の
世
界
に
し
て
、
若
し
一
度
思
惟
ご
反
省
の
重
に
来
れ
ば
そ
の
世
外
は
可
能
性
と
し
て
永
遠

の
彼
方
に
在
る
絶
封
完
全
者
ご
云
は
ね
ば
な
ら
泊
最
高
人
格
で
あ
る
。

3
れ
ば
こ
そ
我
家
に
始
倍
卸
本
質
と
稿
し
て
、

五
日
身
は
本
畳
無
作
三
身
の
如
来
な
b
け
b

k
始
め
て
究
知
し
た
る
と
せ
よ
此
の
能
噌
知
の
材
用
に
酬
ひ
ら
乙
、
所
魔
知

の
慢
は
本
畳
の
如
来
で
あ
る
。
斯
く
て
迷
雲
は
忽
ち
に
し
て
輝
〈
光
明
と
獲
じ
た
h
と
せ
ん
か
、
本
有
の
費
睦
に
一
如

せ
る
を
以
っ
て
誌
に
生
死
因
果
の
其
ま
、
に
金
剛
不
壊
の
生
命
と
な
る
の
で
あ
る
。
此
の
生
命
は
時
間
的
に
は
遂
ひ
に

本
有
な
る
が
故
に
三
世
常
住
之
な
り
、
空
間
的
に
は
妙
楽
大
師
の
一
身
一
念
一
遍
於
法
界
の
無
限
大
と
な
る
の
で
ゐ
る
。

本
有
に
し
て
且
つ
周
一
過
な
る
者
の
候
減
す
る
事
は
論
問
の
許
さ
立
る
事
極
め
て
明
瞭
で
ゐ
る
。
然
る
に
僻
．
験
的
、
現
賞

世
界
に
隠
顕

ee生
や
る
事
は
不
可
思
議
な
る
妙
用
と
云
は
ね
ば
な
ら
泊
。
経
文
に
如
来
日
柑
密
神
通
之
力
と
は
蓋
し
此
の



事
な
ら
ん
。
斯
く

τ始
健
の
偽
は
蕊
に
成
立
し
た
の
で
あ
る
。

衣
ぎ
に
営
然
環
想
き
る
ぺ
き
も
の
は
此
の
備
に
依
る
衆
生
数
化
で
あ
る
。
此
等
の
始
費
者
に
針
す
る
法
慌
の
洩
深
の

バ
ロ
メ
ー
タ
ー
と
し
て
我
家
の
六
邸
の
位
が
立
て
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
是
れ
に
就
い
て
考
ふ
る
に
飽
迄
も
吾
家
は
本
費

果
海
中
の
吾
れ
の
白
血
克
と
、
戚
激
の
上
に
立
て
ら
る
、
始
畳
で
あ
っ
て
弦
に
営
家
の
特
色
が
接
見
さ
る
L
の
で
あ
る
。

台
家
及
び
諸
宗
乃
至
ゐ
ら
ゆ
る
宗
教
、
道
徳
、
倫
到
の
如
き
は
可
能
性
と
し
て
の
向
上
の
一
面
を
設
〈
の
み
な
る
を
以

っ
て
永
劫
不
成
備
に
し
て
因
中
の
迷
者
ご
し
て
終
ら
ね
ば
な
ら
ね
の
で
あ
る
。
吾
姐
の
詩
宗
無
得
道
堕
地
獄
の
根
元
と

謂
へ
る
言
味
ふ

J

べ
き
で
あ
る
日

蓄
量
品
の
悌
が
五
百
塵
結
の
昔
に
成
僻
し
た
と
云
ふ
事
は
正
し
く
本
有
の
始
費
怖
と
云
ふ
事
で
あ
る
。
随
っ
て
法
身

本
費
が
本
有
な
る
と
共
に
報
身
始
畳
ち
亦
本
有
で
あ
る
。
始
畳
が
本
有
な
る
故
に
此
の
法
界
は
素
朴
的
現
象
に
非
ら
ず

し
て
本
宥
の
光
明
（
本
悌
の
始
費
を
通
し
た
）
に
岡
山
ら
さ
れ
た
本
費
呆
中
の
正
依
の
二
報
で
あ
る
。
此
れ
を
本
悌
の
毎
白

悲
願
と
云

μ
、
感
念
常
に
止
ま
F
る
潤
以
あ
る
中
に
生
息
し
て
居
る
吾
々
で
あ
る
三
し
た
な
ら
ば
、
吾
々
は
遂
に
働
界
縁

起
の
故
に
本
備
の
愛
子
で
あ
る
。
愛
子
の
自
費
成
b
て
蕊
に
戚
救
の
唱
題
、
報
思
の
生
活
は
展
開
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

昭

和

五

年

九

月

廿

八

日

成
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